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●要約 

本研究では、試験管内のラットの脳におけるＭ４およびＭ５の抗酸化効果を調査した。試験管内では、Ｍ４および

Ｍ５のエタノール抽出物および水性抽出物は、ミトコンドリアと神経終末（シナプトソーム）を多量に含んでいる

ラットの大脳皮質の単離分画内における活性酸素種の産生を抑制した。生体内では、Ｍ５で前処置することにより、

ラットをトルエンに曝露した後の大脳ミトコンドリア分画内における活性酸素種の過剰な産生が防がれた。 

 


